
党内議論が別れる【女性天皇・原発新増設・夫婦別姓・LGBTの法的権利】を
挙手による2択で強引に回答させようとする朝日新聞。

安倍総理が指摘し【挙手しない＝反対or党内議論中】となったものも、
毎日新聞は【挙手しない＝反対】と切取り報道。

安倍総理の『印象操作の意図を感じる』という予感が的中

党首討論会（2019年7月3日 日本記者クラブ）
安倍総理 朝日新聞の認識を丁寧に正す

7月3日の党首討論会で朝日新聞の坪井ゆづる記者が『徴用工問題で日本は
対抗装置をとったが、歴史問題と通商問題を絡めるべきでない』と規制理由
に間違った認識で安倍総理に質問してしまった。
この質問に安倍総理は「その認識ははっきり申し上げて間違いです。」と否
定した上で、「半導体規制は歴史問題を通商問題に絡めたのではない。徴用
工問題は歴史問題ではなく国際法上の国と国との約束を守るのかという話で、
徴用工は歴史問題ではない。国際約束である日韓請求権協定・慰安婦合意が
守られてない。国際約束が守られていないという問題」と説明。
また『今回の措置はWTOに反している措置ではなく貿易管理の問題。ワッ
セーナー・アレンジメントという国際的なルールがあり安全保障上のための
貿易管理をそれぞれの国が果たしていかなければならないという義務の中に
相手の国が約束を守らない場合は優遇措置は取れないという項目がある。今
までの優遇措置は取れないのは当然の判断で、これはWTOに反するという
話では全くない」と指摘した上で、『どうぞ正しい認識を持っていただきた
いと思います』と朝日新聞の取材力不足に苦言を呈した。

安倍総理に嫌がらせをするテレビ朝日
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